
STEP01

図 1-2 は LED の回路記号です。電流は順方向に
は流れますが、逆方向には流れません。ちょうど
回路記号の向きが順方向になります。

アノード

カソード

一部が平ら　
C：カソード

   　足が短い
C：カソード

　　足が長い
A：アノード

－に接続－に接続 ＋に接続

LED（Light Emitting Diode）は、発光ダイオー
ドのことです。図 1-1 は一般的な砲弾型 LED の
例で、実習装置でも電源ランプとして使われてい
ます。
LED はその名の通りダイオードの一種で、豆電
球と違って方向性があり、電流はアノードからカ
ソード方向にしか流れません。

ドットマトリクス LED とマイコン端子

LED の点灯について学習しましょう。
この STEP ではドットマトリクス LED の仕組みについて学び、ドットマトリクス LED
とマイコンの配線を行います。

まずは、マイコンを使ってドットマトリクス LED を点灯させようと思います。ですが、その
前に LED について学習しておきましょう。

図 1-1　LED の外観

1.1　LED とは

図 1-2　LED の回路記号
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ST
EP

ドットマトリクス LED とマイコン端子

(a)　SW（スイッチ）を ON すると、LED のアノードからカソードへと電流が流れるので、
LED は点灯します。

(b)　SW を OFF すると、電流は流れないので LED は消灯します。

それでは、LED を使用した回路を見ていきましょう。
図 1-3 は、LED を点灯させるための単純な回路です。

マイコンを使用するようなデジタル回
路の場合、電圧を 2 つの電圧レベルで
表します。電圧がある値よりも高い場
合を H

ハイ
レベル、低い場合を L

ロー
レベルと

言い、電流は H レベルから L レベルへ
流れます。
本キットのマイコンの電源電圧は 5V
で、図 1-4 は電源電圧が 5V の場合の
H レベルと L レベルの判別範囲です。

SW ON SW OFF

H

L0V
0.8V

2V

5V

2～5Vの電圧は
Hと判定する

この部分の電圧は
判別不能となる
0～0.8Vまでは
Lと判定される

1.2　基本回路

1.3　マイコンを使った回路

図 1-4　汎用 TTL デジタル IC の電圧判定レベル

図 1-3　LED 点灯回路
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STEP

図 1-5 はマイコン端子を L レベルにすると LED が点灯するので「アクティブ L
ロー

」、図 1-6 は
マイコン端子を H レベルにすると LED が点灯するので「アクティブ H

ハイ
」という接続方法です。

このように、マイコン端子の電圧レベルを H レベル、あるいは L レベルに設定することで
LED の点灯を制御します。

では、マイコンを使って LED を点灯させる回路を見てみましょう。
マイコンと LED を接続する場合、図 1-5 のように接続する方法と、図 1-6 のように接続す
る方法があります。

ドットマトリクス LED とマイコン端子

H8/3052F H8/3052F

H8/3052FH8/3052F

H レベル L レベル

H レベル L レベル

図1-5　マイコンとLEDの接続 （アクティブL）

図1-6　マイコンとLEDの接続 （アクティブH）
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ST
EP

本キットの LED を見てみましょう ( 図 1-7 ）。
本キットに搭載されている LED は、砲弾型 LED と比べ少し特殊な形状をしています。これ
はドットマトリクス LED と言い、64 個の LED を 8 × 8 に並べ、碁盤目に配線したものです。
ドットマトリクス LED の配線は図 1-8 のようになっています。

1.4　ドットマトリクス LED

図 1-7　ドットマトリクス LED
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ドットマトリクス LED とマイコン端子01
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STEP

A

B

図1-8のような構造のドットマトリクス LEDは、横配線によってアノードが、縦配線によっ
てカソードがそれぞれ８個ずつ接続されています。
例えば、図のA端子をHレベルにすると、赤色線につながれた LEDのアノードが全てHレ
ベルになります。B端子を Lレベルにすると、青色線につながれた LEDのカソードが全て L
レベルになります。点灯するのはアノードがHレベル、カソードが Lレベルになって電流が
流れるLEDです。少し複雑に感じるかもしれませんが、キットを使いながら覚えていきましょ
う。
では、どのようにしてアノードおよびカソードの電圧レベルを設定し、ドットマトリクス
LEDを点灯させるのでしょうか？　前ページで触れたように、マイコンの端子は電圧レベル
をHレベル、あるいは Lレベルに設定することができます。つまり、アノード、カソードを
それぞれマイコン端子に接続することでドットマトリクス LEDを制御できるのです。

図 1-8　ドットマトリクス LEDの配線構造

ドットマトリクス LEDとマイコン端子 01
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ST
EP

ドットマトリクス LEDは LEDのアノード、カソードの両方をマイコン端子に接続するので、
図 1-9 のように４パターンの組み合わせがあります。その中で LEDが点灯するのはアノー
ドがH、カソードが Lの時だけです。その他の組み合わせでは消灯になります。

図 1-9　マイコンを用いた LED点灯回路

H8/3052F H8/3052F

H8/3052F H8/3052F

L レベル Lレベル

Hレベル Lレベル

Hレベル Hレベル

Hレベル Lレベル

ドットマトリクス LEDとマイコン端子01
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STEP

マイコン端子に接続する装置は、入力装置か出力装置に分類できます。
例えば、ドットマトリクス LEDは出力装置、SWは入力装置です。実験キットに備えられた
その他の装置を分類すると図 1-9 のようになります。

1.5　マイコン端子

図1-9　入出力装置の分類

可変抵抗器
ロータリエンコーダ
タクトスイッチ１、２
マイク
CdSセル

ステッピングモータ
ドットマトリクス LED
サーボモータ
ステッピングモータ
スピーカ

入
力
装
置

出
力
装
置

入力装置はマイコンの入力端子に、出力装置はマイコンの出力端子に接続します。ただ、マ
イコン端子の多くは汎用的な入出力端子なので、入力と出力のどちらで使うかをプログラム
で設定しなければなりません。

図1-10　H8/3052Fのピン配置

ドットマトリクス LEDとマイコン端子 01
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ST
EP

入出力端子を何ピンかずつまとめてポートと呼び、今回使用している H8 マイコンには 11
組のポートがあります。また、このポートには名前が付いており、それぞれポート 1 ～ 9、A、
B と呼びます。なお、ポート 7 は入力専用端子です。
また、ポートの各端子には番号がふられており、各端子はポート名と番号で表します。
例えば、8 ピンから成るポート 4 の端子だと、P40 ～ P47 と表します。( 図 1-11 参照 )

図 1-11　ポート 4
H8/3052F ピン配置の部分拡大

本テキストでは、ドットマトリクス
LED のアノードをポート 4 に、カ
ソードをポート B に接続すること
にします。
マイコンの入出力端子や各入出力装
置はソケットに接続されており、ソ
ケットを線材でつないで配線してい
きます。

1.6　配線

❶　配　線

❺　実　行

❷ プログラムの作成

❸ 実行ファイルの作成

❹ データ送信

H8/3052F

ドットマトリクス LED とマイコン端子01
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STEP

基板のパターン配線により、マイコンのポート 4とポートBは図 1-12 のようにソケットに
引き出されています。同様に、ドットマトリクス LEDのアノードとカソードも、ソケットに
引き出されています。
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図 1-12 基板の配線イメージ

ドットマトリクス LEDのアノードをポート 4に、カソードをポートBに接続するにはソケッ
トを利用します。なお、図 1-12 は各端子の対応を示したもので、実際は端子同士が直結さ
れるわけではなく、ドライバや抵抗を挟んでソケットに引き出されています。

ドットマトリクス LEDとマイコン端子 01
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マイコンとドットマトリクス LED を図 1-13 のように配線しましょう。
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図 1-13　マイコンとドットマトリクス LED の接続

H8/3052F

H
8/3052F

配線作業は、必ずキット本体の
電源を切った状態で行ってくだ

さい。これを怠ると、不用意に端子を短
絡して素子を破壊したり、思わぬ事故に
つながる危険性があります。また、半導
体素子全般に言えることですが、とりわ
け C-MOS デバイスは静電気に弱いの
で、空気が乾燥して人体が帯電しやすく
なる冬場など、可能であれば帯電防止用
のリストストラップを装着するなどして
配線作業を行うことを推奨します。

解答は図 1-14 のようになります。
合っていましたか？

図 1-14　実体配線 ドットマトリクス LED

ドットマトリクス LED とマイコン端子01
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